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	クリスマスチャリティコンサート
	災害復興支援
	土橋　薫　
	芦屋交響楽団
	2026年

	12/19
	（土）
	14：30 開演（13：30 開場）
	藤田　英樹
	榎木　浩
	G. ビゼー
	J. S. バッハ
	　《いざ来たれ、異邦人の救い主よ》BWV 659
	　《甘き喜びのうちに》BWV 729
	W. ウォルトン
	W. A. モーツァルト
	　交響曲第40番 ト短調 K.550 第1楽章
	L. アンダーソン

	甲南女子大学　芦原講堂
	無料・全席自由
	～12/16
	11/9


	お申込み方法
	事前にWEB申込が必要です
	①WEBからお申込み

	甲南女子大学と
	芦屋交響楽団による連携事業
	　本学では、大学と地域社会とのつながりを大切にし、大学としてさまざまな連携活動を推進しています。公開講座やチャリティコンサートの開催をはじめ、自治体や企業諸団体、地域ボランティアとの協働による地域活性化事業にも積極的に取り組んでいます。
	　その取り組みの一環として、2010年3月に芦屋交響楽団と連携協定を締結しました。本学と芦屋交響楽団がそれぞれの資源や特色を活かしながら協力することで、地域社会における芸術文化の振興と社会貢献の推進を図っています。
	　現在、本学は芦原講堂を芦屋交響楽団の練習拠点として提供する一方、同楽団には大学行事への出演や地域貢献活動への協力をいただくなど、相互に連携しながら地域の芸術文化活動を支えています。

	芦原講堂とパイプオルガン
	～阪神・淡路大震災復興のシンボル～
	②参加当日
	入場受付にて、「電子チケット（2次元コード入り含む）」または「電子チケットをプリントアウトしたもの」を提示し、ご入場ください。


	スクールバスをご利用いただけます
	　芦屋講堂は、モダニズム建築の巨匠として知られる村野藤吾（1891-1984）が、学園創立70周年を記念して設計した建築物です。大学全体の景観との調和を重視したデザインが特徴で、六甲山の豊かな緑を背景に、半地下式の銅板葺き屋根を備えています。その優れた建築性が評価され、1990年には第6回神戸市建築文化賞を受賞しました。
	　講堂は1,784席を有する本格的な音楽ホールとして、最高レベルの設備を備えています。なかでも、デンマークのマルクッセン社製パイプオルガンは、4,357本のパイプを有する西日本最大級の規模を誇ります。
	　1995年の阪神・淡路大震災では講堂が全壊する被害を受けましたが、1998年に復旧したパイプオルガンは、本学の震災復興の歩みを象徴する存在として受け継がれています。
	【主催・お問い合せ】
	甲南女子大学 キャリアセンター 社会連携課
	E-mail：kouken@konan-wu.ac.jp



